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宋
詩
に
お
け
る
「
思
旧
賦
」

“Sijiu Fu

（思
旧
賦

）” in Poetry under the Song D
ynasties河　

　

野　
　

哲　
　

宏

要

旨

　

向
秀
「
思
旧
賦
」
が
典
故
と
し
て
詩
に
用
い
ら
れ
る
際
の
表
現
は
、
大
き
く
「
山
陽
」
に
一
字
足
し
た
「
山
陽
」
型
と
「
鄰
笛
」
を
用
い
る
「
鄰

笛
」
型
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
六
朝
期
に
は
顔
延
之
「
五
君
詠
」「
向
常
侍
」
で
用
い
ら
れ
た
「
山
陽
笛
」
を
規
範
と
し
た
「
山
陽
」
型
が
優
勢
で

あ
っ
た
が
、
唐
代
に
入
る
と
「
鄰
笛
」
型
が
優
勢
に
な
る
。
前
稿
に
て
、
そ
の
理
由
を
近
体
詩
の
成
立
・
普
及
に
よ
る
韻
律
の
整
備
と
そ
れ
ぞ
れ
の

型
が
成
立
す
る
た
め
の
文
字
数
な
ど
に
よ
り
、「
山
陽
」
型
に
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
稿
で
は
、
唐
詩
に
お
い
て
見
ら
れ
た

傾
向
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
宋
詩
の
用
例
を
見
る
こ
と
で
確
認
し
、
さ
ら
に
、
宋
詩
に
お
け
る
意
味
の
派
生
等
の
典
故
と
し
て
の
運
動
に
言

及
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

宋
詩
、
思
旧
賦
、
向
秀
、
鄰
笛
、
山
陽
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は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
以
前
、
六
朝
・
唐
の
詩
に
見
ら
れ
る
向
秀
「
思
旧
賦
」
に
基
づ
く
典
故
を
用
い
た
詩
作
品
を
考
察
し
た）

1
（

。
そ
れ
ら
諸
作
品

を
通
覧
し
た
結
果
、
以
下
の
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
詩
と
い
う
表
現
形
式
に
初
め
て
「
思
旧
賦
」
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
劉
宋
・
顔
延
之
「
五
君
詠
」
の
「
向
常
侍
」
で
あ
る
。

②
そ
の
後
、
六
朝
期
で
は
、「
五
君
詠
」
に
て
用
い
ら
れ
た
「
山
陽
」
型
が
優
位
を
占
め
、「
鄰
笛
」
型
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
（
七

首
―
二
首
）。

③
「
思
旧
賦
」
に
基
づ
く
典
故
の
意
味
と
し
て
、「
今
は
亡
き
友
を
悼
む
」・「
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」
の
二
つ
が
見
ら
れ
る
が
、
選

択
さ
れ
た
表
現
と
意
味
に
特
定
の
繋
が
り
は
な
い
。

④
「
山
陽
」
型
が
優
位
を
占
め
た
の
は
、「
五
君
詠
」
が
収
録
さ
れ
た
『
文
選
』
や
そ
れ
に
先
行
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
編
纂
が
一
つ

の
理
由
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

⑤
唐
代
に
入
る
と
、「
山
陽
」
型
も
引
き
続
き
用
い
ら
れ
る
が
、「
鄰
笛
」
型
が
優
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

⑥
六
朝
期
と
同
様
、
意
味
的
に
は
両
表
現
に
用
い
ら
れ
る
際
の
差
異
は
な
い
。

⑦
詩
と
い
う
表
現
形
式
に
お
け
る
、
六
朝
期
か
ら
唐
に
か
け
て
の
大
き
な
変
化
の
一
つ
は
、
韻
律
の
整
備
で
あ
り
、
二
字
で
「
思
旧

賦
」
を
示
し
得
る
「
鄰
笛
」
型
に
対
し
て
、
三
字
必
要
と
す
る
「
山
陽
」
型
で
は
、
句
中
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
位
置
の
バ
リ
エ
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ー
シ
ョ
ン
が
乏
し
く
、「
鄰
笛
（
○
●
）」
と
「
山
陽
（
○
○
）」
と
い
う
平
仄
か
ら
、「
山
陽
」
型
は
、
下
三
連
不
可
を
避
け
る
た
め

に
、
近
体
詩
で
は
使
用
箇
所
が
制
限
さ
れ
る
。

⑧
よ
っ
て
、
唐
代
に
入
っ
て
「
鄰
笛
」
型
が
優
位
を
占
め
る
の
は
、
韻
律
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、「
山
陽
」
型
の
使
用
に
制
限
が
掛

か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
六
朝
期
に
「
鄰
笛
」
の
使
用
が
一
例
見
ら
れ
は
す
る
が
、
唐
代
に
至
っ
て
、
詩
語
と

し
て
の
「
鄰
笛
」
が
成
立
し
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

以
上
の
考
察
が
、
妥
当
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
唐
代
に
続
く
宋
代
に
お
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
は
、

六
朝
期
・
唐
代
の
諸
作
品
に
引
き
続
き
、
宋
代
の
諸
作
品）

2
（

に
お
け
る
向
秀
「
思
旧
賦
」
の
典
故
と
し
て
の
用
い
ら
れ
方
を
確
認
し
、
韻

律
・
意
味
の
点
か
ら
六
朝
期
・
唐
代
の
詩
と
の
差
異
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
章
を
分
け
て
、
宋
代
の
諸
作
品
を
韻
律
の
面
と
意
味
の
面
か
ら
考
察
を
進
め
て
い
く）

3
（

。

第
一
章　

韻
律
の
面

―
「
鄰
笛
」
型
と
「
山
陽
」
型

　

本
章
で
は
、
宋
代
の
諸
作
品
に
お
け
る
「
思
旧
賦
」
が
韻
律
面
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
用
い
ら
れ
方
を
さ
れ
て
い
る
か
、
特
に
、

「
思
旧
賦
」
を
示
す
「
鄰
笛
」
と
「
山
陽
」
と
い
う
二
つ
の
表
現
の
使
用
方
法
を
考
察
す
る）

4
（

。

　

考
察
に
入
る
前
に
、
韻
律
面
の
考
察
の
た
め
の
補
助
線
と
な
る
諸
作
品
の
分
類
方
法
を
確
認
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

諸
作
品
を
四
つ
の
型
、
近
体
／
古
体
に
分
け
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
五
言
／
七
言
に
分
け
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
型
の
分
け
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方
は
次
の
よ
う
に
す
る
。

　
「
鄰
笛
」
型

―
「
鄰
笛
」
の
二
字
を
用
い
る
も
の
。

　
「
山
陽
」
型

―
「
山
陽
」
の
下
に
も
う
一
字
足
し
、
三
字
で
用
い
る
も
の
。

　
「
鄰
笛
」
分
離
型

―
「
鄰
」「
笛
」
を
分
離
し
て
用
い
た
も
の
や
、
三
字
以
上
で
用
い
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
。

　
「
山
陽
」
分
離
型

―
「
山
陽
」
と
加
え
た
一
字
以
上
の
文
字
を
分
離
し
て
用
い
た
も
の
。

　
「
鄰
笛
」
型
を
二
字
、「
山
陽
」
型
を
三
字
に
限
定
す
る
の
は
、「
思
旧
賦
」
を
示
す
の
に
必
要
な
最
低
単
位
が
そ
れ
ぞ
れ
二
字
と
三
字

で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
六
朝
期
の
ほ
と
ん
ど
の
作
品
で
、
二
字
の
「
鄰
笛
」
型
、
三
字
の
「
山
陽
」
型
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
思
旧
賦
」
の
典
故
と
し
て
基
本
的
な
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
鄰
笛
」

と
「
山
陽
」
の
両
者
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
、「
山
陽
」
を
三
字
で
用
い
て
い
な
い
も
の
は
「
鄰
笛
」
型
と
し
、「
鄰
笛
」
を
二
字
で

用
い
て
い
な
い
も
の
は
、「
山
陽
」
型
と
す
る
。

　

ま
ず
は
、
近
体
の
「
鄰
笛
」
型
で
あ
る
。
五
言
が
六
例
、
七
言
が
十
二
例
、
合
わ
せ
て
十
八
例
見
ら
れ
る
。
該
当
す
る
聯
を
挙
げ
る
。

　
　

•「
鄰
笛
」
型

―
近
体

―
五
言

　
　

鄰
笛
不
須
吹
，
驚
噴
枝
頭
雪
。（「
旋
開
梅
」　

方
蒙
仲
）
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無
復
老
盆
飲
，
空
餘
鄰
笛
傷
。（「
過
東
里
」　

李
洪
）

　
　

一
聲
鄰
笛
起
，
凄
咽
泪
如
泉
。（「
十
月
乙
酉
西
山
訖
事
悼
亡
二
首
」
其
一　

徐
瑞
）

　
　

故
人
難
重
見
，
鄰
笛
不
堪
聽
。（「
夜
坐
懷
故
友
」　

寇
準
）

　
　

到
此
聞
鄰
笛
，
離
情
重
惘
然
。（「
五
言
近
體
二
首
」
其
二　

謝
翱
）

　
　

鄰
笛
殘
兵
淚
，
胡
琴
故
國
心
。（「
春
景 

城
春
草
木
深
」　

劉
辰
翁
）

　
　

•「
鄰
笛
」
型

―
近
体

―
七
言

　
　

閑
雲
不
入
老
人
夢
，
鄰
笛
似
知
孤
客
愁
。（「
旅
游
」　

陸
游
）

　
　

鄰
笛
風
飄
月
中
起
，
碧
雲
為
我
作
愁
天
。（「
觀
化
十
五
首
」
其
六　

黄
庭
堅
）

　
　

地
隔
里
門
無
俗
客
，
樓
高
鄰
笛
有
新
聲
。（「
草
堂
東
橋
翫
月
」　

王
庭
珪
）

　
　

鄰
笛
不
堪
頻
嘆
息
，
酒
爐
那
得
重
經
過
。（「
和
任
屯
田
感
舊
敘
懷
」　

司
馬
光
）

　
　

情
知
客
淚
先
難
制
，
鄰
笛
那
堪
咽
晚
風
。（「
過
章
戴
二
首
」
其
二　

劉
克
莊
）

　
　

鄰
笛
聲
哀
不
自
安
，
轉
移
宮
調
幾
多
般
。（「
和
人
聞
笛
」　

吳
可
）

　
　

厭
厭
酒
病
結
春
陰
，
鄰
笛
傳
來
恨
更
深
。（「
餉
茶
不
容
少
待
二
絕
」
其
二　

李
之
儀
）

　
　

鄰
笛
一
聲
腸
欲
斷
，
騷
壇
失
却
倚
樓
人
。（「
輓
趙
秋
曉
」
其
四　

李
春
叟
）

　
　

醉
扣
西
州
重
回
首
，
山
陽
鄰
笛
夜
凄
其
。（「
挽
于
湖
」　

沈
端
節
）

　
　

鄰
笛
他
年
那
忍
聽
，
人
琴
此
日
遂
俱
亡
。（「
哭
衞
卿
弟
三
首
」
其
二　

葛
勝
仲
）
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幽
夢
初
回
漏
未
央
，
起
聞
隣
笛
倍
凄
凉
。（「
夜
聞
鄰
笛
」　

蒲
壽
宬
）

　
　

此
夕
巷
歌
誰
忍
發
，
他
年
鄰
笛
自
應
悲
。（「
挽
趙
秋
曉
」
其
二　

黎
善
夫
）

　

五
言
詩
は
、
二
字
＋
三
字
で
意
味
を
分
け
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
七
言
詩
は
二
字
＋
二
字
＋
三
字
で
分
け
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

意
味
の
分
か
れ
と
「
鄰
笛
」
の
使
用
部
分
に
着
目
す
れ
ば
、「
鄰
笛
」
は
、
五
言
詩
で
あ
れ
ば
、
偶
数
句
・
奇
数
句
と
も
に
二
字
、
三
字

の
い
ず
れ
の
部
分
に
も
用
い
ら
れ
、
七
言
詩
で
あ
れ
ば
、
偶
数
句
・
奇
数
句
と
も
に
二
字
、
二
字
の
部
分
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
の
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
古
体
の
「
鄰
笛
」
型
で
あ
る
。
五
言
が
三
例
、
七
言
が
二
例
、
合
わ
せ
て
五
例
見
ら
れ
る
。

　
　

•「
鄰
笛
」
型

―
古
体

―
五
言

　
　

不
如
聽
鄰
笛
，
就
其
舉
杯
甌
。（「
赴
刁
景
純
招
作
將
進
酒
呈
同
會
」　

梅
堯
臣
）

　
　

暮
齡
多
感
慨
，
鄰
笛
更
須
吹
。（「
挽
林
計
院
二
首
」
其
二　

劉
克
莊
）

　
　

愁
心
正
紛
如
，
西
風
韻
鄰
笛
。（「
暮
景
」
其
一　

楊
冠
卿
）

　
　

•「
鄰
笛
」
型

―
古
体

―
七
言

　
　

不
須
隕
涕
悲
鄰
笛
，
亦
對
鬆
筠
為
感
傷
。（「
過
此
極
宮
感
道
士
卓
玘
遺
跡
因
賦
詩
以
續
諸
公
哀
辭
」　

孔
武
仲
）
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柳
州
先
友
一
一
數
，
山
陽
鄰
笛
令
人
愁
。（「
送
樊
眉
州
」　

李
流
謙
）

　

ま
ず
、
注
目
す
べ
き
は
、
近
体
で
の
使
用
が
十
八
例
あ
る
の
に
対
し
て
、
古
体
で
の
使
用
が
五
例
に
留
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
近
体
詩

が
成
立
し
て
以
降
も
、
古
体
詩
は
依
然
と
し
て
作
ら
れ
続
け
て
い
た
が
、
宋
詩
全
体
の
量
と
し
て
は
、
近
体
の
方
が
多
い
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
差
が
こ
こ
に
表
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。

　

ま
た
、
近
体
の
「
鄰
笛
」
型
と
同
様
に
、
五
言
・
七
言
、
奇
数
・
偶
数
の
別
無
く
、
い
ず
れ
の
場
所
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
古
体

と
い
う
こ
と
で
、
平
声
に
よ
る
押
韻
を
守
る
必
要
が
な
い
た
め
、
一
例
だ
け
で
は
あ
る
が
、
仄
字
で
あ
る
「
笛
」
で
韻
を
踏
む
例
も
見

ら
れ
る
（
楊
冠
卿
「
暮
景
」
其
一
）。

　

次
に
、
近
体
の
「
山
陽
」
型
で
あ
る
。
五
言
が
三
例
、
七
言
が
一
例
、
合
わ
せ
て
四
例
見
ら
れ
る
。

　
　

•「
山
陽
」
型

―
近
体

―
五
言

　
　

會
續
山
陽
賦
，
鄰
人
笛
未
橫
。（「
魏
元
履
國
錄
挽
章
二
首
」
其
二　

呂
祖
謙
）

　
　

腸
斷
山
陽
賦
，
看
君
氣
一
蘇
。（「
醉
中
五
言
一
首
送
楊
叔
與
昆
仲
」　

孫
應
時
）

　
　

欲
哭
山
陽
笛
，
鄰
人
亦
不
存
。（「
哭
所
知
」　

謝
翱
）

　
　

•「
山
陽
」
型

―
近
体

―
七
言
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何
須
更
聽
山
陽
笛
，
欲
近
西
州
涕
自
垂
。 （「
丙
申
閏
月
領
揚
州
與
京
師
諸
公
別
戊
戌
十
一
月
受
詔
還
閣
首
尾
僅
三
年
爾
然
原
叔
伯
庸
隱
甫
子
奇

公
南
清
卿
之
翰
昌
言
八
人
者
皆
已
徂
謝
感
之
愴
然
作
七
言
寄
滑
州
正
臣
密
學
給
事
」　

劉
敞
）

　

近
体
の
「
鄰
笛
」
型
に
比
べ
る
と
、
ま
ず
、
使
用
数
に
差
が
あ
る
。
同
じ
近
体
で
あ
る
の
に
、
そ
の
使
用
例
が
十
八
首
（「
鄰
笛
」
型
）

と
四
首
（「
山
陽
」
型
）
と
で
は
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
使
用
箇
所
に
注
目
す
れ
ば
、
全
て

の
作
品
で
奇
数
句
の
末
尾
三
字
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
三
字
で
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
と
「
山
陽
（
○
○
）」
と
い
う
平
仄
の
組

み
合
わ
せ
、
平
声
に
よ
る
押
韻
・
下
三
連
不
可
の
規
則
を
考
慮
す
る
と
、
近
体
で
は
、
使
用
で
き
る
箇
所
が
奇
数
句
の
末
尾
三
字
に
限

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
唐
代
に
見
ら
れ
た
傾
向
と
同
じ
で
あ
る
。

　

次
に
、
古
体
の
「
山
陽
」
型
で
あ
る
。
五
言
が
二
例
、
七
言
が
一
例
、
合
わ
せ
て
三
例
見
ら
れ
る
。

　
　

•「
山
陽
」
型

―
古
体

―
五
言

　
　

感
慨
西
州
門
，
愴
悢
山
陽
篇
。（「
買
船
至
演
平
拜
建
康
劉
公
墓
下
遂
入
城
假
館
梅
山
堂
感
涕
有
作
」　

朱
熹
）

　
　

似
聞
山
陽
郊
，
迓
者
立
堵
牆
。（「
送
羊
侯
因
簡
崔
帥
一
首
」　

陳
造
）

　
　

•「
山
陽
」
型

―
古
体

―
七
言

　
　

廣
陵
琴
與
山
陽
笛
，
哀
怨
千
年
尚
未
平
。（「
讀
史
六
首
」
其
四　

陸
文
圭
）
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使
用
例
が
少
な
い
の
は
、「
鄰
笛
」
型
と
同
様
に
、
近
体
の
方
が
よ
り
多
く
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

近
体
の
「
山
陽
」
型
と
同
様
に
、
使
用
箇
所
が
三
字
部
分
に
限
定
さ
れ
る
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。
近
体
と
異
な
る
の
は
、
平
声
に
よ
る
押

韻
を
守
る
必
要
が
な
い
た
め
、
偶
数
句
の
末
尾
三
字
部
分
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、「
鄰
笛
」
型
と
「
山
陽
」
型
を
近
体
・
古
体
に
分
け
て
確
認
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

鄰
笛

山
陽

近
体

十
八
例

四
例

古
体

五
例

三
例

　
「
鄰
笛
」
型
、「
山
陽
」
型
の
両
者
と
も
、
近
体
が
多
く
、
と
り
わ
け
近
体
の
「
鄰
笛
」
型
の
多
さ
は
目
を
引
く
。
こ
れ
は
、
一
応
は
、

「
山
陽
」
型
が
使
用
し
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
宋
詩
全
体
の
作
品
数
の
違
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
対
象
を
二
字
の
「
鄰
笛
」
型
、
三
字
の
「
山
陽
」
型
に
絞
っ
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。

　

そ
れ
で
は
、
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
句
あ
る
い
は
聯
の
う
ち
で
分
離
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
を
確
認
し
た
い
。

　

ま
ず
は
、「
鄰
笛
」
分
離
型
で
あ
る
。
近
体
で
は
、
五
言
が
三
例
、
七
言
が
七
例
、
合
わ
せ
て
十
例
見
ら
れ
、
古
体
で
は
、
五
言
が
一

例
、
七
言
が
二
例
、
合
わ
せ
て
三
例
見
ら
れ
る
。
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•「
鄰
笛
」
分
離
型

―
近
体

―
五
言

　
　

東
鄰
夜
夜
客
，
莫
放
笛
聲
哀
。（「
十
月
梅
花
」　

文
同
）

　
　

西
鄰
聞
夜
笛
，
衰
淚
一
霑
巾
。（「
挽
何
漢
卿
」　

陸
文
圭
）

　
　

鄰
館
笛
三
弄
，
譙
樓
鼓
二
通
。（「
三
山
旅
夜
」　

真
山
民
）

　
　

•「
鄰
笛
」
分
離
型

―
近
体

―
七
言

　
　

夜
香
燒
斷
黄
昏
月
，
縹
緲
鄰
家
玉
笛
吹
。（「
絕
句
」
其
二　

楊
冠
卿
）

　
　

鄰
家
羌
笛
莫
生
事
，
春
在
洞
房
深
更
深
。（「
墨
梅
」　

釋
寶
曇
）

　
　

鄰
家
夜
夜
誰
吹
笛
，
每
輟
燈
前
數
葉
書
。（「
閒
居
」　

方
回
）

　
　

秋
光
蕩
漾
滿
行
色
，
鄰
舟
吹
笛
不
堪
聞
。（「
江
行
」
其
二　

汪
涯
）

　
　

生
憎
哽
咽
鄰
家
笛
，
彼
自
追
歡
我
自
悽
。（「
鄰
笛
」　

張
明
中
）

　
　

東
鄰
畫
鼓
西
鄰
笛
，
共
慶
豐
年
樂
有
常
。（「
隆
岡
書
院
四
景
詩
」
其
三　

朱
熹
）

　
　

一
枝
已
覺
春
光
破
，
不
恨
南
鄰
笛
裏
風
。（「
次
韻
邵
公
濟
尋
梅
三
首
」
其
一　

郭
印
）

　
　

•「
鄰
笛
」
分
離
型

―
古
体

―
五
言

　
　

鄰
家
琴
聲
悲
，
精
爽
竟
難
挽
。（「
妾
薄
命
」　

白
玉
蟾
）
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•「
鄰
笛
」
分
離
型

―
古
体

―
七
言

　
　

里
中
耆
舊
今
已
無
，
忍
聽
鄰
人
更
吹
笛
。（「
得
東
南
書
報
亂
後
東
都
故
居
猶
存
而
州
北
松
檟
亦
無
毀
者
」　

晁
公
遡
）

　
　

親
朋
正
感
鄰
舍
笛
，
風
雨
復
對
重
陽
盃
。（「
重
陽
對
菊
得
開
字
」　

方
梓
）

　

近
体
七
言
の
郭
印
「
次
韻
邵
公
濟
尋
梅
三
首
」
其
一
は
、
二
字
で
「
鄰
笛
」
を
用
い
て
い
る
が
、
意
味
の
分
か
れ
を
考
え
る
と
、
該

当
句
は
、「
不
恨
」「
南
鄰
」「
笛
裏
風
」
と
分
け
る
べ
き
で
あ
り
、
二
字
の
「
鄰
笛
」
型
と
は
言
え
な
い
。

　

二
字
の
「
鄰
笛
」
型
に
比
べ
る
と
、
字
数
や
使
用
箇
所
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、
多
様
な
用
い
ら
れ
方
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

一
点
、
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
張
明
中
「
鄰
笛
」、
朱
熹
「
隆
岡
書
院
四
景
詩
」
其
三
、
方
梓
「
重
陽
對
菊
得
開
字
」
の
三
例

は
、
三
字
の
「
鄰
笛
」
型
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
使
用
箇
所
が
奇
数
句
の
末
尾
三
字
で
あ
る
点
で
あ
る
。
唐
詩
に
お
い
て
も
、
三
字
の
「
鄰

笛
」
型
は
、
奇
数
句
の
末
尾
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
措
辞
的
な
点
か
ら
言
え
ば
、
三
字
の
「
鄰
笛
」
型
は
、「
山
陽
」
型
と
同
じ

用
い
ら
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

用
例
の
量
と
し
て
は
、
近
体
が
十
例
、
古
体
が
三
例
と
や
は
り
、
近
体
が
優
位
を
占
め
る
。

　

次
に
、「
山
陽
」
分
離
型
で
あ
る
。
近
体
で
は
、
五
言
が
二
例
、
七
言
が
七
例
、
合
わ
せ
て
九
例
、
古
体
で
は
、
五
言
が
見
ら
れ
ず
、

七
言
が
二
例
、
合
わ
せ
て
二
例
見
ら
れ
る
。

　
　

•「
山
陽
」
分
離
型

―
近
体

―
五
言
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山
陽
懷
舊
笛
，
腸
斷
不
堪
聞
。（「
哭
郭
仲
微
三
首
」
其
二　

宋
祁
）

　
　

登
樓
正
多
感
，
一
笛
起
山
陽
。（「
殘
暑
」　

周
密
）

　
　

•「
山
陽
」
分
離
型

―
近
体

―
七
言

　
　

若
到
龍
門
更
聞
笛
，
定
知
悲
感
似
山
陽
。（「
嘉
祐
中
余
尹
河
南
與
少
師
李
公
明
龍
圖
董
巨
源
集
賢
王
伯
初
同
遊
龍
門
漁
者
得
鱖
魚
數
十
尾
以

助
杯
柈
飲
興
皆
歡
日
月
云
邁
幾
二
十
年
感
舊
念
游
作
憶
鱸
詩
乃
思
鱸
之
比
也
」
其
二　

文
彥
博
）

　
　

獨
感
舊
遊
移
岸
谷
，
山
陽
疏
笛
淚
涔
涔
。（「
贈
張
齋
郎
」　

宋
祁
）

　
　

飄
零
劍
外
參
謀
客
，
愴
惻
山
陽
感
舊
人
。（「
予
昔
爲
河
東
漕
屬
吏
部
郎
中
呂
得
和
出
總
漕
計
與
予
情
均
兄
弟
後
開
府
荆
渚
惠
書
有
人
生
難
得

相
知
之
語
予
後
官
守
鎮
京
兆
聞
呂
之
訃
因
發
篋
得
舊
詩
感
而
作
此
」　

李
復
）

　
　

山
陽
舊
客
誰
相
識
，
尪
病
區
區
又
到
來
。（「
和
才
翁
行
次
山
陽
」　

沈
遘
）

　
　

賸
喜
相
逢
各
强
健
，
免
教
聞
笛
賦
山
陽
。（「
程
言
聚
散
有
感
次
前
韻
」
其
一　

陳
造
）

　
　

嵇
吕
成
塵
不
可
覔
，
滿
襟
清
淚
憶
山
陽
。（「
江
上
聞
笛
」　

蒲
壽
宬
）

　
　

雪
曲
我
應
慙
郢
下
，
笛
聲
公
自
感
山
陽
。（「
程
簿
能
靜
袖
詩
來
訪
次
韻
」　

陳
傑
）

　
　

•「
山
陽
」
分
離
型

―
古
体

―
七
言

　
　

擬
求
勾
漏
還
丹
術
，
忍
賦
山
陽
懷
舊
篇
。（「
挽
葛
簽
判
二
首
」
其
二　

劉
宰
）

　
　

張
侯
清
吟
句
挾
霜
，
肯
因
聞
笛
賦
山
陽
。（「
次
韻
張
秀
才
題
汪
叔
量
挹
秀
亭
」
其
二　

陳
造
）
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「
鄰
笛
」
分
離
型
と
同
様
に
、「
山
陽
」
分
離
型
も
、
多
様
な
用
い
ら
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、「
鄰
笛
」
分

離
型
と
同
様
、
近
体
で
の
使
用
例
が
多
い
。
こ
れ
も
、
近
体
詩
が
よ
り
多
く
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

九
例
中
の
約
半
数
、
五
例
で
平
声
で
あ
る
「
山
陽
」
の
「
陽
」
字
を
韻
字
に
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
、
三
字
に
限
ら

ず
に
「
山
陽
」
型
を
用
い
る
こ
と
で
、
近
体
で
の
使
用
例
が
増
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
分
離
型
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

鄰
笛
（
分
離
）

山
陽
（
分
離
）

近
体

十
例

九
例

古
体

三
例

二
例

　
「
鄰
笛
」
分
離
型
・「
山
陽
」
分
離
型
と
も
に
、
近
体
の
方
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
割
合
で
あ
る
。

　

次
に
、「
鄰
笛
」
型
、「
山
陽
」
型
、
双
方
の
分
離
型
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

鄰
笛

鄰
笛
（
分
離
）

山
陽

山
陽
（
分
離
）

近
体

十
八
例

十
例

四
例

九
例

古
体

五
例

三
例

三
例

二
例

　
「
鄰
笛
」
型
と
「
鄰
笛
」
分
離
型
を
合
わ
せ
て
三
十
六
例
（
近
体
二
十
八
例
・
古
体
八
例
）、「
山
陽
」
型
と
「
山
陽
」
分
離
型
を
合
わ
せ

て
十
八
例
（
近
体
十
三
例
・
古
体
五
例
）
見
ら
れ
、
両
者
と
も
近
体
が
優
位
を
占
め
る
。
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ま
た
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
四
つ
の
型
全
て
で
近
体
が
優
位
を
占
め
る
こ
と
は
、
近
体
詩
と
古
体
詩
の
総
数
の
差
に
よ
る
差
と
し

て
片
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
山
陽
」
型
で
も
よ
り
差
が
つ
く
は
ず
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
山
陽
」
型
を
除
く

三
つ
の
型
で
は
、
い
ず
れ
も
近
体
で
は
古
体
の
三
倍
以
上
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、「
山
陽
」
型
で
は
、
一
例
の
差
で
し
か
な

い
。
ま
た
、「
山
陽
」
分
離
型
は
、「
鄰
笛
」
分
離
型
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
使
用
例
の
数
、
割
合
が
見
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
分
離
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
近
体
の
規
則
に
則
り
な
が
ら
、
多
様
な
表
現
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
山

陽
」
分
離
型
は
、「
山
陽
」
型
と
し
て
の
特
徴
で
あ
る
、
三
字
に
よ
っ
て
「
思
旧
賦
」
を
示
す
と
い
う
点
か
ら
解
放
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

り
、
韻
律
に
沿
っ
た
使
用
箇
所
に
も
捉
わ
れ
ず
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
鄰
笛
」
型
の
優
位
は
、

「
山
陽
」
型
に
対
す
る
近
体
詩
の
規
則
に
よ
っ
て
生
じ
る
限
定
に
よ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
唐
詩
で
の
結
論
と
矛
盾
し
な
い
。

第
二
章　

意
味
の
面

―
派
生
と
い
う
運
動

　

宋
代
に
お
け
る
「
思
旧
賦
」
に
基
づ
く
典
故
表
現
の
使
用
は
、
韻
律
の
面
か
ら
見
た
場
合
、
唐
詩
と
同
様
の
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い

る
が
、
意
味
的
に
見
た
場
合
も
同
じ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
主
題
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
際
に
は
、
六
朝
期
・
唐
代
と
同
様
に
、
選
択
さ
れ
た
表
現
と
意
味
に

は
特
定
の
繋
が
り
は
存
在
し
な
い
が
、
主
題
を
引
き
立
て
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
際
に
は
、
あ
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
示
す
意
味
も
、
六

朝
期
・
唐
代
で
用
い
ら
れ
た
意
味
か
ら
ず
ら
し
て
用
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
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第
一
節　
「
今
は
亡
き
友
人
を
悼
む
」

　

ま
ず
は
、
六
朝
期
・
唐
代
で
と
も
に
見
ら
れ
た
、
最
も
「
思
旧
賦
」
に
お
け
る
設
定
に
忠
実
な
使
用
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
を
確
認

し
た
い
。

　

次
の
詩
は
、
近
体
五
言
の
「
鄰
笛
」
型
で
あ
る
。 

　
　
「
夜
坐
懷
故
友
（
夜
坐
し
て
友
を
懷
故
す
）」　

寇
準

　
　

西
風
起
窮
巷
，
衆
木
又
彫
零
。

　
　

蕙
浦
月
華
白
，
竹
窗
燈
影
青
。

　
　

故
人
難
重
見
，
鄰
笛
不
堪
聽
。

　
　

行
傍
秋
池
上
，
孤
吟
對
遠
星
。

【
大
意
】
西
風
が
狭
い
裏
通
り
に
吹
き
起
こ
り
、
全
て
の
木
々
も
萎
み
枯
れ
だ
す
。
香
草
の
生
え
る
岸
辺
に
月
光
が
白
く
輝
く
、
竹

林
に
面
し
た
窓
は
灯
の
影
が
青
く
伸
び
る
。
友
人
に
再
び
会
う
こ
と
は
難
し
く
、
向
秀
が
聞
い
た
よ
う
に
鄰
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

笛
の
音
は
悲
し
み
が
こ
み
上
げ
聞
い
て
い
ら
れ
な
い
。
秋
の
池
の
ほ
と
り
を
進
み
な
が
ら
、
一
人
で
遠
い
星
に
向
か
っ
て
こ
の
詩

を
詠
う
。

　

寇
準
（
九
六
一
―
一
〇
二
三
）
は
、
北
宋
初
期
の
剛
直
な
忠
臣
と
さ
れ
る
。「
故
人
」
が
い
か
な
る
人
物
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
特
定
の

人
物
を
念
頭
に
置
い
て
、「
鄰
笛
」
を
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
背
景
が
詳
ら
か
で
な
い
た
め
、「
故
人
」
が
亡
く
な
っ
て
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い
て
会
え
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
遠
く
離
れ
た
地
に
い
て
会
え
な
い
の
か
、
判
別
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま
ず
「
故
人
」

を
嵆
康
に
、
自
身
を
向
秀
に
擬
え
、「
今
は
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
解
し
た
い
。

　

続
い
て
、
次
の
詩
は
、
近
体
五
言
の
「
山
陽
」
型
で
あ
る
。

　
　
「
哭
所
知
（
知
る
所
を
哭
す
）」　

謝
翱

　
　

總
戎
臨
百

，
花
鳥
瘴
江
村
。

　
　

落
日
失
滄
海
，
寒
風
上
薊
門
。

　
　

雨
青
餘
化
血
，
林
黑
見
歸
魂
。

　
　

欲
哭
山
陽
笛
，
鄰
人
亦
不
存
。

【
大
意
】
軍
を
統
べ
る
将
軍
・
文
天
祥
は
古
来
、
百
越
と
呼
ば
れ
る
南
剣
州
（
今
の
福
建
省
南
平
市
）
に
司
令
部
を
置
き
、
瘴
気
の
た

ち
こ
め
る
川
辺
の
村
で
、
杜
甫
の
詩
に
出
て
く
る
よ
う
に
、
花
に
涙
し
、
鳥
に
も
心
を
驚
か
せ
つ
つ
、
私
た
ち
は
別
れ
た
。
日
が

沈
む
よ
う
に
南
宋
の
幼
帝
昺
が
入
水
あ
そ
ば
せ
、
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
大
都
（
今
の
北
京
市
）
に
将
軍
は
連
行
さ
れ
た
。
真
っ
青
に
降

り
し
き
る
雨
の
中
処
刑
さ
れ
た
将
軍
の
血
は
碧
玉
と
化
し
、
黒
々
と
し
た
森
林
に
将
軍
の
魂
が
帰
っ
て
き
た
。
嵆
康
を
悼
ん
だ
向

秀
の
よ
う
に
私
も
笛
の
音
に
将
軍
の
死
を
嘆
こ
う
と
す
る
が
、
そ
の
笛
の
音
を
響
か
せ
る
鄰
人
さ
え
こ
こ
に
は
い
な
い
の
だ
。

　

謝
翱
（
一
二
四
九
―
一
二
九
五
）
は
、
南
宋
に
生
ま
れ
、
祖
国
の
滅
亡
を
経
験
し
た
。
こ
の
作
品
は
、「
所
知
（
知
る
所
）」
と
明
言
は
し

て
い
な
い
が
、
文
天
祥
（
一
二
三
六
―
一
二
八
三
）
を
哭
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
謝
翱
は
一
時
期
、
文
天
祥
の
幕
下
に
い
た
よ
う
で
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あ
り
、
忠
誠
を
貫
い
て
処
刑
さ
れ
た
文
天
祥
を
嵆
康
に
擬
え
、
そ
の
友
人
を
悼
む
謝
翱
自
身
を
向
秀
に
擬
え
て
お
り）

5
（

、「
思
旧
賦
」
に
忠

実
な
典
故
の
使
用
と
認
め
ら
れ
る
。

　

以
上
二
首
、「
今
は
亡
き
友
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
で
「
鄰
笛
」
型
・「
山
陽
」
型
が
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
悼
ま
れ
る
人
物
が

特
定
か
不
特
定
か
と
い
う
差
異
は
あ
る
が
、
六
朝
期
か
ら
続
く
最
も
多
く
見
ら
れ
る
用
い
方
で
あ
る）

6
（

。

　
「
思
旧
賦
」
を
典
故
と
し
て
用
い
た
最
古
の
作
品
で
あ
る
顔
延
之
「
五
君
詠
」
は
詠
史
詩
と
し
て
詠
ま
れ
た
が
、
宋
詩
に
も
歴
史
を
主

題
と
し
た
作
品
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
古
体
七
言
の
「
山
陽
」
型
で
あ
る
。

　
　
「
讀
史
六
首
」
其
四　

陸
文
圭

　
　

廣
陵
琴
與
山
陽
笛
，
哀
怨
千
年
尚
未
平
。

　
　

正
始
諸
賢
零
落
盡
，
山
王
去
作
晉
公
卿
。

【
大
意
】
嵆
康
が
処
刑
に
際
し
て
弾
い
た
琴
曲
「
広
陵
散
」
と
山
陽
に
響
い
た
笛
の
音
、
そ
の
悲
し
み
は
千
年
た
っ
た
今
も
ま
だ
治

ま
ら
な
い
。
正
始
年
間
を
生
き
た
諸
賢
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
が
、
山
濤
・
王
戎
は
竹
林
を
去
っ
て
西
晋
の
高
官
と
な
っ
た
。

　

陸
文
圭
（
一
二
五
六
―
一
三
四
〇
）
は
、
南
宋
滅
亡
後
、
隠
居
し
、
度
々
招
聘
を
受
け
る
が
応
じ
な
か
っ
た
人
物
と
さ
れ
る
。
こ
の
詩

は
一
首
全
体
で
、「
竹
林
七
賢
」
の
終
わ
り
を
描
い
て
お
り
、
嵆
康
が
処
刑
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
道
を
選
ん
で
い
く
中
、
西
晋
の

高
官
と
な
っ
た
山
濤
・
王
戎
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
五
君
詠
」
も
山
濤
・
王
戎
が
高
官
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
七
賢
」
か
ら
除
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い
て
、「
五
君
」
と
し
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お
り）

7
（

、
伝
説
化
さ
れ
た
「
竹
林
七
賢
」
と
い
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
前
提
に
詠
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
本
稿
の
注
目
す
る
「
思
旧
賦
」
に
基
づ
く
典
故
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
嵆
康
・
向
秀
の
故
事
か
ら
何
ら
か
の
意
味

を
汲
み
出
し
た
表
現
で
は
な
い）

8
（

。

　

唐
代
で
は
、
離
別
詩
の
流
行
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
別
れ
を
疑
似
的
な
死
と
捉
え
た
「
思
旧
賦
」
に
基
づ
く
典
故
表
現
が
い

く
つ
か
見
ら
れ
た
。
宋
代
に
お
い
て
も
、
送
別
の
場
や
別
れ
を
思
い
浮
か
べ
、「
思
旧
賦
」
に
基
づ
く
典
故
を
用
い
た
作
品
が
見
ら
れ
る
。

　

次
の
詩
は
、
近
体
七
言
の
「
山
陽
」
分
離
型
で
あ
る
。

　
　
「
贈
張
齋
郎
（
張
齋
郎
に
贈
る
）」　

宋
祁

　
　

青
絲
垂
領
稱
華
簪
，
結
駟
千
門
別
第
深
。

　
　

學
舍
問
詩
衣
五
綵
，
家
庭
佐
酒
壽
千
金
。

　
　

赬
蘭
媚
畹
供
晨
膳
，
碧
草
生
塘
動
晝
吟
。

　
　

獨
感
舊
遊
移
岸
谷
，
山
陽
疏
笛
淚
涔
涔
。

【
大
意
】
あ
な
た
は
黒
々
と
し
た
髪
が
首
に
垂
れ
煌
び
や
か
な
簪
を
挿
し
、
お
宅
は
四
頭
立
て
の
車
や
多
く
の
門
が
あ
る
屋
敷
は
広

い
。
学
び
や
で
は
豪
華
な
五
色
の
服
を
着
た
息
子
さ
ん
が
詩
を
学
び
、
お
宅
で
陪
席
し
て
御
息
女
の
誕
生
を
祝
っ
た
。
広
々
と
し

た
庭
に
咲
い
た
赤
い
蘭
は
朝
ご
飯
を
と
も
に
し
、
青
々
と
草
や
池
は
昼
の
吟
詠
に
揺
ら
め
い
た
。
私
は
一
人
、
昔
と
も
に
山
谷
に

遊
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
、
向
秀
が
ま
ば
ら
に
聞
こ
え
る
笛
の
音
に
悲
し
み
が
こ
み
上
げ
た
よ
う
に
涙
が
止
ま
ら
な
い
。
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宋
祁
（
九
九
八
―
一
〇
六
一
）
は
、
北
宋
の
人
で
、
欧
陽
修
と
と
も
に
『
新
唐
書
』
の
編
纂
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。「
張
齋
郎
」
は
、

い
か
な
る
人
物
か
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、「
齋
郎
」
と
は
、
祭
事
を
扱
う
役
職
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
「
張
齋
郎
」
が
既
に
亡
く
な
っ
て

い
る
と
も
取
れ
る
内
容
だ
が
、
詩
題
に
「
贈
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
張
齋
郎
」
は
生
存
し
て
お
り
、
過
去
の
楽
し
い
思
い
出
を
思
い

出
し
、
離
別
の
悲
し
み
を
詠
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う）

9
（

。

　

ま
た
、
笛
は
漢
代
か
ら
言
及
が
見
ら
れ
る
が
、
元
々
異
民
族
の
楽
器
と
し
て
中
華
に
入
っ
て
き
て
お
り
、
唐
代
で
は
、
し
ば
し
ば
辺

塞
詩
に
詠
わ
れ
て
い
る
。
純
然
た
る
辺
塞
で
は
な
い
が
、
都
か
ら
離
れ
た
土
地
や
、
都
市
か
ら
都
市
へ
の
旅
路
に
お
い
て
、
笛
が
想
起

さ
れ
た
よ
う
で
、「
旅
路
」
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
笛
が
描
か
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

　

次
の
詩
は
、
近
体
七
言
の
「
鄰
笛
」
型
で
あ
る
。

　
　
「
旅
游
」　

陸
游

　
　

壯
志
蹉
跎
雪
滿
頭
，
久
將
餘
日
付
滄
洲
。

　
　

閑
雲
不
入
老
人
夢
，
鄰
笛
似
知
孤
客
愁
。

　
　

小
築
聊
須
傍
蘭
渚
，
片
帆
那
復
到
梓
樓
？

　
　

生
涯
草
草
真
堪
笑
，
三
十
年
來
一
破
裘
。

【
大
意
】
壮
大
な
志
を
果
た
せ
ず
に
既
に
白
髪
頭
と
な
っ
て
し
ま
い
、
久
し
く
保
養
し
て
暇
な
あ
る
日
、
滄
洲
を
訪
れ
た
。
ゆ
っ
た

り
と
浮
か
ぶ
雲
は
老
人
の
夢
に
は
入
っ
て
こ
ず
、
鄰
か
ら
聞
こ
え
る
笛
の
音
は
孤
独
な
旅
人
の
悲
し
み
を
わ
か
っ
て
く
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
小
ざ
っ
ぱ
り
と
し
た
小
屋
で
し
ば
ら
く
休
む
と
近
く
に
は
蘭
の
咲
く
美
し
い
中
州
が
見
え
、
帆
を
斜
め
に
張
っ
た
舟
は
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故
郷
ま
で
行
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
思
え
ば
私
の
人
生
は
乱
雑
で
誠
に
滑
稽
だ
、
三
十
年
来
ず
っ
と
こ
の
ボ
ロ
着
で
過
ご
し
て

き
た
の
だ
か
ら
。

　

陸
游
（
一
一
二
五
―
一
二
一
〇
）
は
、
宋
代
を
代
表
す
る
文
人
の
一
人
で
あ
る
。
詩
の
内
容
は
、
年
老
い
て
官
職
か
ら
離
れ
た
後
の
旅

先
で
の
感
慨
を
描
い
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
鄰
笛
」
は
、
友
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
悼
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
孤
独
な
旅
人
の
悲

し
み
を
「
鄰
笛
」
の
示
す
悲
し
み
に
喩
え
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
先
に
見
た
「
離
別
の
悲
し
み
」
は
、
離
別
を
死
に
擬
え
て
お
り
、

こ
の
詩
で
は
、
旅
路
で
の
孤
独
を
友
人
の
亡
く
な
っ
た
孤
独
に
擬
え
て
い
る
の
だ
ろ
う）
10
（

。

　
「
今
は
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
を
そ
の
ま
ま
に
、
離
別
を
死
に
擬
え
る
唐
代
か
ら
見
ら
れ
る
用
い
方
か
ら
、「
旅
路
で
の
孤
独
」

を
友
人
の
死
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
者
の
孤
独
に
擬
え
る
用
い
方
へ
と
、
意
味
を
少
し
ず
つ
ず
ら
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　

唐
代
の
辺
塞
詩
の
多
く
で
は
「
羌
笛
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
、「
思
旧
賦
」
に
基
づ
く
典
故
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
離
別
の
悲
し
み
と
い
う
連
想
か
ら
都
か
ら
離
れ
た
旅
路
に
お
い
て
、「
思
旧
賦
」
に
基
づ
く
典
故
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る）
11
（

。

　
「
思
旧
賦
」
に
描
か
れ
る
の
は
、
嵆
康
と
向
秀
の
在
り
し
日
の
友
情
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
と
り
わ
け
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か

ら
派
生
し
た
、
離
別
や
旅
路
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
も
、
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
六
朝
期
か
ら
唐
代
に
か
け
て
は
、「
思
旧
賦
」
に
基

づ
く
典
故
は
、
個
人
的
な
諸
関
係
や
状
況
を
描
く
の
に
用
い
ら
れ
た
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
宋
代
の
詩
に
お
い
て
は
、
個
人
的
と
は
言
い
難
い
関
係
・
状
況
を
描
く
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　

次
の
詩
は
、
近
体
五
言
の
「
鄰
笛
」
型
で
あ
る
。
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「
春
景 

城
春
草
木
深
」　

劉
辰
翁

　
　

春
又
不
知
暮
，
城
荒
獨
至
今
。

　
　

樓
臺
花
下
遠
，
草
木
雨
中
深
。

　
　

寒
食
無
烟
綠
，
頹
垣
有
月
侵
。

　
　

荒
苔
隨
意
古
，
落
子
又
成
陰
。

　
　

鄰
笛
殘
兵
淚
，
胡
琴
故
國
心
。

　
　

廢
興
天
不
語
，
鐘
鼓
遍
園
林
。

【
大
意
】
春
は
尽
き
た
け
れ
ど
春
の
終
わ
り
が
わ
か
ら
ず
、
街
は
荒
れ
果
て
て
た
だ
一
人
今
に
至
る
。
高
殿
は
花
の
咲
き
乱
れ
た
遠

く
に
見
え
、
草
木
は
雨
の
降
る
中
繁
っ
て
い
る
。
寒
食
節
の
た
め
炊
事
の
煙
は
上
が
ら
ず
、
崩
れ
た
土
塀
か
ら
は
月
の
光
が
射
し

こ
ん
で
い
る
。
苔
は
気
ま
ま
に
年
月
を
経
て
、
落
ち
た
木
の
実
も
影
を
作
る
。
鄰
か
ら
聞
こ
え
る
笛
の
音
は
敗
残
の
兵
の
涙
を
催

し
、
胡
の
琴
は
祖
国
を
偲
ば
せ
る
。
国
家
の
興
廃
に
つ
い
て
天
は
語
ら
ず
、
鐘
や
太
鼓
の
音
が
園
林
に
響
く
。

　

劉
辰
翁
（
一
二
三
一
―
一
二
九
四
）
は
、「
愛
国
詞
人
」
と
し
て
知
ら
れ
る
、
南
宋
の
文
人
で
あ
る
。

　

こ
の
詩
は
、
杜
甫
の
五
言
律
詩
「
春
望
」
の
第
二
句
「
城
春
草
木
深
」
を
主
題
に
、
春
の
景
色
を
描
く
が
、
本
当
に
描
き
た
い
の
は
、

杜
甫
詩
第
一
句
「
国
破
山
河
在
」
だ
ろ
う
。
杜
甫
が
安
史
の
乱
の
後
の
荒
廃
し
た
長
安
を
描
い
た
よ
う
に
、
こ
の
詩
も
、
南
宋
の
滅
亡

後
の
荒
廃
し
た
街
を
描
い
て
い
る
。「
鄰
笛
」
は
「
敗
残
の
兵
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
、
こ
こ
で
は
、
劉
辰
翁
自
身
を
比
喩
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
殊
更
、
憂
国
の
詩
を
残
し
た
杜
甫
の
詩
を
掲
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
戦
に
敗
れ
生
き
残
っ
て
し
ま
っ
た
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全
て
の
人
を
代
表
し
て
い
る
と
考
え
た
方
が
良
い
と
思
え
る
。
戦
争
と
い
う
国
家
規
模
の
状
況
を
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
、「
鄰
笛
」
を
用
い

る
の
は
、
他
に
例
を
見
な
い
が
、
個
人
的
な
感
慨
に
の
み
用
い
て
い
た
唐
詩
と
は
異
な
っ
た
典
故
利
用
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
こ
ま
で
、「
今
は
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
に
準
じ
た
典
故
表
現
を
用
い
た
宋
代
の
詩
作
品
を
見
て
き
た
。
典
故
の
表
す
意

味
に
注
目
し
て
、
六
朝
・
唐
代
と
の
比
較
を
す
れ
ば
、
六
朝
期
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
で
見
ら
れ
た
故
事
に
沿
っ
た
「
今
は
亡
き
友
人
を

悼
む
」
と
い
う
構
造
は
、
唐
代
に
入
る
と
、
意
味
を
ず
ら
し
て
「
離
別
の
悲
し
み
」
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
た
。
宋
代
で
は
、
加
え
て

「
旅
路
の
孤
独
」
を
描
く
の
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
個
人
的
な
感
慨
を
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
国
家
規
模
の
悲
し
み
を
表
現
す
る
の
に
も

用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
帰
納
す
れ
ば
、「
今
は
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
に
収
斂
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
意

味
を
ず
ら
す
こ
と
で
、
新
た
な
意
味
・
表
現
が
生
ま
れ
る
と
い
う
、
典
故
と
い
う
文
学
的
機
能
の
運
動
を
示
す
一
例
と
見
な
す
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

第
二
節　
「
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」

　

本
節
で
は
、
六
朝
期
か
ら
見
ら
れ
る
「
笛
の
素
晴
ら
し
さ
」
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
も
の
を
確
認
し
た
い
。
近
体
七
言
の
「
鄰

笛
」
型
で
あ
る
。

　
　
「
草
堂
東
橋
翫
月
」　

王
庭
珪

　
　

坐
看
冰
輪
碾
太
清
，
赤
欄
橋
下
水
先
明
。
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光
從
蟾
兔
窟
中
出
，
人
在
鯨
鼇
背
上
行
。

　
　

地
隔
里
門
無
俗
客
，
樓
高
鄰
笛
有
新
聲
。

　
　

此
時
迥
絕
非
塵
境
，
更
聽
天
雞
第
一
鳴
。

【
大
意
】
座
っ
て
眺
め
れ
ば
氷
の
よ
う
に
冷
た
く
輝
く
月
が
天
空
を
切
る
よ
う
に
移
り
、
そ
の
光
を
受
け
て
赤
い
欄
干
の
下
で
は
水

が
明
る
く
光
る
。
光
に
つ
ら
れ
て
蟾
や
兔
は
穴
か
ら
出
て
、
人
は
鯨
や
大
亀
の
背
に
乗
っ
て
水
上
を
進
む
。
こ
こ
は
村
里
か
ら
離

れ
俗
っ
ぽ
い
客
は
訪
ね
て
来
ず
、
高
殿
は
高
く
鄰
の
家
か
ら
聞
こ
え
る
笛
の
音
に
は
新
し
い
響
き
が
す
る
。
こ
の
よ
う
な
時
間
が

続
く
こ
こ
は
俗
世
で
は
な
い
の
だ
。
さ
ら
に
天
空
に
い
る
と
い
う
鶏
の
朝
を
告
げ
る
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
。

　

王
庭
珪
（
一
〇
七
九
―
一
一
七
一
）
は
、
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
江
西
盧
陵
で
活
躍
し
た
文
人
で
あ
る
。
政
和
八
（
一
一
一
八
）
年
に

進
士
及
第
す
る
も
早
く
に
官
を
捨
て
隠
遁
し
た
。

　

こ
の
詩
は
、
自
身
の
草
堂
を
仙
境
に
擬
え
、
そ
の
清
新
さ
を
描
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「
鄰
笛
」
に
、
悲
し
み
の
イ
メ

ー
ジ
は
読
み
取
れ
な
い
。「
有
新
聲
（
新
し
い
響
き
が
あ
る
）」
と
言
う
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
は
向
秀
が
聞
い
た

も
の
と
同
じ
だ
が
、
悲
し
み
と
は
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
調
べ
だ
と
言
い
た
い
の
だ
ろ
う）
12
（

。

　

さ
ら
に
、
よ
り
明
確
に
「
鄰
笛
」
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
他
の
も
の
を
強
調
す
る
よ
う
な
用
い
方
も
見
ら
れ
る
。
次
の
詩
は
、
近
体

五
言
の
「
鄰
笛
」
型
で
あ
る
。

　
　
「
旋
開
梅
」　

方
蒙
仲



― 90 ―

　
　

鄰
笛
不
須
吹
，
驚
噴
枝
頭
雪
。

　
　

主
人
日
日
來
，
長
見
開
時
節
。

【
大
意
】
向
秀
の
聞
い
た
よ
う
な
悲
し
い
調
べ
（「
鄰
笛
」）
を
吹
く
に
は
及
ば
な
い
。
枝
の
先
に
は
雪
の
よ
う
な
梅
の
花
が
は
ぜ
る

よ
う
に
花
開
い
て
い
る
。
主
人
は
日
々
来
て
、
こ
の
開
花
の
季
節
を
ず
っ
と
眺
め
る
。

　

方
蒙
仲
（
一
二
一
四
―
一
二
六
一
）
は
、
官
は
秘
書
丞
に
至
っ
た
が
、
時
の
権
力
者
・
賈
似
道
に
従
う
こ
と
を
よ
し
と
せ
ず
、
地
方
へ

出
た
人
物
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
梅
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
多
く
残
し
て
お
り
、
こ
の
詩
も
そ
の
う
ち
の
一
首
で
あ
る
。

　

こ
の
詩
で
は
、「
鄰
笛
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
友
人
の
死
や
別
れ
な
ど
の
悲
し
い
調
べ
を
否
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
梅
の
花
を
眺
め
る

こ
と
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
鄰
笛
」
は
悲
し
い
調
べ
と
し
て
の
意
味
し
か
持
ち
得
て
い
な
い
。

　

右
の
よ
う
に
、
春
の
訪
れ
を
言
祝
ぐ
た
め
に
「
鄰
笛
」
が
否
定
さ
れ
る
も
の
に
次
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
該
当
す
る
聯
の
み
挙
げ
る
。

　
　

一
枝
已
覺
春
光
破
，
不
恨
南
鄰
笛
裏
風
。（「
次
韻
邵
公
濟
尋
梅
三
首
」
其
一　

郭
印
）

【
大
意
】
梅
の
一
枝
は
す
で
に
春
が
来
た
こ
と
に
気
付
き
、
本
来
な
ら
悲
し
い
調
べ
で
あ
る
南
鄰
り
か
ら
聞
こ
え
る
笛
の
音
に
含
ま

れ
る
南
風
を
恨
む
こ
と
は
な
い
。

　
　

鄰
家
羌
笛
莫
生
事
，
春
在
洞
房
深
更
深
。（「
墨
梅
」　

釋
寶
曇
）

【
大
意
】
鄰
の
家
の
笛
の
音
は
や
っ
か
い
事
を
起
こ
す
こ
と
は
な
く
、
春
は
夫
婦
の
寝
室
の
深
い
上
に
更
に
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
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さ
ら
に
、
春
で
は
な
い
が
、
早
咲
き
の
梅
を
詠
う
も
の
も
あ
る
。

　
　

東
鄰
夜
夜
客
，
莫
放
笛
聲
哀
。（「
十
月
梅
花
」　

文
同
）

【
大
意
】
東
鄰
の
人
よ
、
毎
夜
毎
夜
悲
し
い
調
べ
を
響
か
せ
な
い
で
く
れ
。

　

以
上
の
四
首
全
て
が
「
鄰
笛
」
型
を
用
い
、
梅
を
詠
う
と
い
う
共
通
点
が
あ
る）
13
（

。
全
て
が
「
鄰
笛
」
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
春
を
描
く

の
に
用
い
ら
れ
る
の
は
「
鄰
笛
」
型
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
典
故
の
用
い
方
と
い
う
点
で
見
落
と
せ
な
い
点
が
あ
る
。

　
「
鄰
笛
」
と
い
う
語
は
、「
笛
」
字
を
用
い
る
た
め
、
六
朝
期
か
ら
向
秀
に
嵆
康
を
悼
ま
せ
る
ほ
ど
の
「
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」
を

表
現
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
も
そ
も
、「
鄰
笛
」
と
い
う
語
は
「
思
旧
賦
」
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
り
、「
今
は
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
と
は
切
り

離
し
難
く
、「
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」
を
表
現
す
る
場
合
で
も
、「
悲
し
い
調
べ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
つ
い
て
回
る
。
唐
代
で
は
、

「
今
は
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
に
準
ず
る
も
の
や
「
悲
し
い
調
べ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
含
ん
だ
「
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」

の
二
つ
の
意
味
が
主
題
を
表
現
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
右
の
四
首
で
は
、
そ
の
「
悲
し
い
調
べ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
比

較
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
主
題
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
「
鄰
笛
」
が
、
主
題
を
引
き

立
て
る
た
め
の
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

比
較
対
象
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
悲
し
い
調
べ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
れ
ば
充
分
で
あ
り
、
嵆
康
や
向
秀
の
関
係
を
想
起

し
易
い
「
山
陽
」
と
い
う
語
よ
り
は
、「
悲
し
い
調
べ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抽
出
し
や
す
い
「
鄰
笛
」
型
が
採
用
さ
れ
易
く
な
る
。
こ
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の
点
が
、
韻
律
面
に
お
け
る
「
鄰
笛
」
型
の
優
位
と
相
ま
っ
て
、
春
の
訪
れ
を
言
祝
ぐ
の
に
「
鄰
笛
」
型
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
要

因
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
特
定
の
意
味
と
表
現
と
の
結
び
付
き
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
用
い
方
の
傾
向
と
し
て
、
主
題

と
し
て
悲
し
み
を
詠
う
の
で
な
け
れ
ば
、「
鄰
笛
」
型
の
方
が
使
用
さ
れ
易
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

六
朝
期
に
、
詩
と
い
う
表
現
方
法
に
「
思
旧
賦
」
典
故
が
持
ち
込
ま
れ
、
社
会
情
勢
や
流
行
な
ど
の
加
勢
に
よ
り
、
主
題
と
し
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
用
い
方
が
一
般
的
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
更
な
る
変
化
を
求
め
、
比
較
対
象
へ
と
詩
中
に
お
け
る
地

位
が
下
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
用
い
方
も
依
然
と
し
て
見
ら
れ
る
た
め
、「
思
旧
賦
」
典
故
の
価
値
が
下

が
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
よ
り
多
様
性
を
持
つ
に
至
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
詩
と
い
う
表
現
形
式
に
お
い
て
、
向
秀
「
思
旧
賦
」
が
典
故
と
し
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点

に
つ
い
て
、
宋
代
の
作
品
を
考
察
し
て
き
た
。
六
朝
期
か
ら
唐
代
を
経
て
宋
代
に
至
る
間
の
「
思
旧
賦
」
典
故
の
変
遷
と
し
て
最
後
に

簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

　

ま
ず
、
韻
律
の
面
。
六
朝
期
で
は
、
近
体
詩
の
成
立
前
と
い
う
こ
と
で
、
句
と
し
て
韻
律
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
個
々
人
に
よ
る
試

み
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
句
中
の
位
置
に
対
す
る
制
限
は
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中

で
も
、「
山
陽
」
を
用
い
た
際
に
は
、「
山
陽
（
○
○
）」
と
い
う
平
仄
に
合
わ
せ
る
た
め
、
下
に
は
「
笛
（
●
）」
な
ど
の
仄
字
を
用
い
て

い
る
。
こ
れ
は
句
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
語
の
レ
ベ
ル
で
の
韻
律
を
意
識
的
・
無
意
識
的
に
志
向
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
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た
、「
思
旧
賦
」
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
表
現
と
し
て
、「
鄰
笛
」
型
と
「
山
陽
」
型
の
二
種
類
が
見
ら
れ
た
が
、「
思
旧
賦
」
を
典

故
と
し
て
用
い
た
最
古
の
作
品
で
あ
る
顔
延
之
「
五
君
詠
」
の
影
響
の
下
、「
山
陽
」
型
が
優
位
を
占
め
る
（「
山
陽
」
型
六
首
、「
鄰
笛
」

型
二
首
）。

　

唐
代
に
入
る
と
、
古
体
詩
は
引
き
続
き
作
ら
れ
続
け
る
が
、
徐
々
に
近
体
詩
が
増
え
始
め
、「
思
旧
賦
」
を
示
す
の
に
用
い
ら
れ
る
表

現
に
も
変
化
が
見
ら
れ
、
唐
代
全
体
で
見
れ
ば
、「
山
陽
」
型
十
二
首
（
近
体
七
首
）
に
対
し
て
、「
鄰
笛
」
型
十
九
首
（
近
体
十
四
首
）
と
、

使
用
頻
度
は
逆
転
す
る
。
こ
れ
は
、
韻
律
の
整
備
に
よ
り
、
近
体
詩
で
は
、
①
「
山
陽
」
型
は
三
字
で
意
味
を
成
し
、
②
下
三
連
不
可

を
避
け
て
「
山
陽
笛
（
○
○
●
）」
と
い
う
平
仄
と
な
り
、
さ
ら
に
、
③
平
声
で
押
韻
す
る
た
め
に
、
使
用
箇
所
が
奇
数
句
の
末
尾
三
文

字
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
、
と
い
う
三
点
に
よ
っ
て
使
用
箇
所
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
自
由
度
の
高
い
「
鄰
笛
」

型
が
用
い
易
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
負
っ
て
い
る
。

　

右
の
傾
向
は
、
宋
代
で
も
見
ら
れ
、
特
に
「
鄰
笛
」
分
離
型
と
「
山
陽
」
分
離
型
と
の
使
用
数
の
差
に
表
れ
て
い
る
点
は
第
一
章
に

て
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
宋
代
の
作
品
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
六
朝
期
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
韻
律
面
に
お
け
る
表
現
選
択
の
要
因
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

　

次
に
、
意
味
の
面
。「
思
旧
賦
」
は
刑
死
し
た
嵆
康
を
向
秀
が
悼
む
と
い
う
内
容
で
あ
る
た
め
、
典
故
と
し
て
用
い
ら
れ
る
際
に
も
、

「
今
は
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
で
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
向
秀
に
哀
悼
の
気
持
ち
を
喚
起
さ
せ
る
ほ
ど
の
「
笛
の
音
の
素
晴
ら

し
さ
」
と
い
う
意
味
で
の
使
用
も
見
ら
れ
た
。

　

前
者
の
構
造
は
、
唐
代
に
は
「
死
者
―
生
者
」
と
い
う
関
係
に
移
さ
れ
、
宋
代
に
至
っ
て
は
、「
旅
立
つ
者
―
残
る
者
」
と
い
う
関
係

や
、
さ
ら
に
派
生
し
て
「
旅
路
で
の
孤
独
」
を
示
す
用
い
方
へ
と
意
味
を
ず
ら
し
た
用
い
方
が
見
ら
れ
る
。
コ
ン
テ
ク
ス
ト
も
個
人
的
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な
も
の
か
ら
国
家
規
模
に
拡
大
す
る
作
品
も
あ
る
。

　

後
者
は
、
六
朝
期
に
引
き
続
き
唐
代
で
も
、「
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、「
思
旧
賦
」

の
内
容
に
沿
っ
た
用
い
ら
れ
方
が
な
さ
れ
、
主
題
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
主
題
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
宋
代
に

入
る
と
、
主
題
を
引
き
立
て
る
た
め
の
道
具
と
し
て
用
い
た
作
品
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、「
思
旧
賦
」
の
典
故
と
し
て
の
価
値
が
下
が

っ
た
の
で
は
な
く
、
友
人
等
の
死
を
悼
む
よ
う
な
「
思
旧
賦
」
に
沿
っ
た
場
面
以
外
で
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、「
鄰
笛
」
型
が
使
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
笛
」
字
を
用
い
る
こ
と
で
、「
悲
し
い
調
べ
」
と
い
う
意
味
を

抽
出
し
易
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

注
（
1
） 

拙
稿
「
六
朝
詩
に
お
け
る
「
思
旧
賦
」」（『
人
文
研
紀
要
』
第
八
五
号　

二
〇
一
六
年
九
月
三
〇
日
、
五
三
―
八
二
頁
）、
拙
稿
「
唐
詩
に
お

け
る
「
思
旧
賦
」」（『
紀
要
（
言
語
・
文
学
・
文
化
）』
第
一
二
一
号　

二
〇
一
八
年
二
月
一
五
日　

一
六
一
―
一
八
四
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
） 

宋
詩
の
引
用
は
全
て
北
京
大
学
古
文
献
研
究
所
編
『
全
宋
詩
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
）
を
用
い
た
。

（
3
） 

本
稿
に
お
け
る
数
量
・
割
合
は
、
現
存
す
る
作
品
の
う
ち
で
の
数
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
存
す
る
作
品
に
よ
る
と
い
う
限
定
的
な
考
察
と

な
る
。

（
4
） 

本
稿
で
は
、
行
論
の
都
合
上
、
対
象
と
な
る
詩
作
品
を
上
記
二
つ
の
型
に
振
り
分
け
た
が
、
宋
代
の
詩
作
品
で
「
鄰
笛
」
型
・「
山
陽
」
型
に

分
け
ら
れ
な
い
「
聞
笛
」
の
使
用
例
は
次
の
一
首
の
み
で
あ
る
。
黄
庭
堅
「
雨
晴
過
石
塘
留
宿
贈
大
中
供
奉
」「
長
虹
垂
地
若
篆
字
，
晴
岫
插
天

如
畫
屏
。
耕
夫
荷
耡
解
襏
襫
，
漁
父
曬
網
投
笭
箵
。
子
期
聞
笛
正
懷
舊
，
車
胤
當
窗
方
聚
螢
。
獨
卧
蕭
齋
已
無
月
，
夜
深
猶
聽
讀
書
聲
。」。
唐

代
で
は
、「
鄰
笛
」
型
・「
山
陽
」
型
の
他
に
「
聞
笛
」
を
用
い
た
「
聞
笛
」
型
が
一
定
量
見
ら
れ
る
た
め
、
唐
代
に
お
け
る
「
聞
笛
」
使
用
の

点
か
ら
の
考
察
も
必
要
と
な
る
が
、
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。
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（
5
） 

こ
の
詩
で
は
、
死
に
関
わ
る
典
故
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
詩
題
「
所
知
」
は
、『
禮
記
』
を
踏
ま
え
、
野
原
に
て
哭
す
る
こ
と
を
言

い
（『
禮
記
』「
檀
弓
上
」「
伯
高
死
於
衛
，
赴
於
孔
子
，
孔
子
曰
：『
吾
惡
乎
哭
諸
？
兄
弟
，
吾
哭
諸
廟
；
父
之
友
，
吾
哭
諸
廟
門
之
外
；
師
，

吾
哭
諸
寢
；
朋
友
，
吾
哭
諸
寢
門
之
外
；
所
知
，
吾
哭
諸
野
。
於
野
，
則
已
疏
；
於
寢
，
則
已
重
。
夫
由
賜
也
見
我
，
吾
哭
諸
賜
氏
。』
遂
命
子

貢
為
之
主
，
曰
：『
為
爾
哭
也
來
者
，
拜
之
；
知
伯
高
而
來
者
，
勿
拜
也
。』」）、
第
五
句
「
化
血
」
は
、
周
の
敬
王
に
仕
え
た
萇
弘
が
讒
言
に
遭

い
、
郷
里
の
蜀
に
帰
っ
て
自
殺
し
た
が
、
三
年
後
そ
の
血
が
碧
玉
に
変
化
し
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
（『
荘
子
』「
外
物
」
篇
「
人
主
莫
不
欲

其
臣
之
忠
，
而
忠
未
必
信
，
故
伍
員
流
於
江
，
萇
弘
死
於
蜀
，
藏
其
血
三
年
，
化
而
為
碧
。」）、
第
六
句
「
歸
魂
」
は
、『
楚
辞
』
に
見
え
る
招

魂
の
た
め
の
言
葉
を
踏
ま
え
（『
楚
辭
』
宋
玉
「
招
魂
」「
湛
湛
江
水
兮
上
有
楓
，
目
極
千
里
兮
傷
春
心
。
魂
兮
歸
來
哀
江
南
！
」）、
さ
ら
に
第

六
句
「
林
黑
見
歸
魂
」
全
体
は
、
李
白
が
永
王
璘
の
反
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
獄
に
繋
が
れ
、
夜
郎
に
流
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
た
杜
甫
が
夢
に
李

白
を
見
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
（
杜
甫
「
夢
李
白
二
首
」
其
一
「
魂
來
楓
林
青
，
魂
返
關
塞
黑
。」）。
ま
た
、
謝
翱
は
、
実
際
に
楚
歌
を
作
っ
て
文

天
祥
の
魂
を
呼
ん
で
い
る
（
謝
翺
撰
「
西
臺
慟
哭
記
註
」「
作
楚
歌
招
之
曰
：『
魂
朝
往
兮
何
極
？
莫
歸
來
兮
關
塞
蒙
。
化
為
朱
鳥
兮
有
咮
焉

食
？
』」）。

（
6
） 

友
人
等
を
悼
む
の
に
「
思
旧
賦
」
典
故
を
用
い
た
も
の
に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
李
洪
「
過
東
里
」、
徐
瑞
「
十
月
乙
酉
西
山
訖
事
悼
亡
二

首
」
其
一
、
司
馬
光
「
和
任
屯
田
、
感
舊
敘
懷
」、
劉
克
莊
「
過
章
戴
二
首
」
其
二
、
李
春
叟
「
輓
趙
秋
曉
」
其
四
、
黎
善
夫
「
挽
趙
秋
曉
」
其

二
、
沈
端
節
「
挽
于
湖
」、
葛
勝
仲
「
哭
衞
卿
弟
三
首
」
其
二
、
劉
克
莊
「
挽
林
計
院
二
首
」
其
二
、
孔
武
仲
「
過
此
極
宮
感
道
士
卓
玘
遺
跡
因

賦
詩
以
續
諸
公
哀
辭
」、
陸
文
圭
「
挽
何
漢
卿
」、
白
玉
蟾
「
妾
薄
命
」、
呂
祖
謙
「
魏
元
履
國
錄
挽
章
二
首
」
其
二
、
劉
敞
「
丙
申
閏
月
領
揚
州

與
京
師
諸
公
別
戊
戌
十
一
月
受
詔
還
閣
首
尾
僅
三
年
爾
然
原
叔
伯
庸
隱
甫
子
奇
公
南
清
卿
之
翰
昌
言
八
人
者
皆
已
徂
謝
感
之
愴
然
作
七
言
寄
滑

州
正
臣
密
學
給
事
」、
朱
熹
「
買
船
至
演
平
拜
建
康
劉
公
墓
下
遂
入
城
假
館
梅
山
堂
感
涕
有
作
」、
宋
祁
「
哭
郭
仲
微
三
首
」
其
二
、
文
彥
博
「
嘉

祐
中
余
尹
河
南
與
少
師
李
公
明
龍
圖
董
巨
源
集
賢
王
伯
初
同
遊
龍
門
漁
者
得
鱖
魚
數
十
尾
以
助
杯
柈
飲
興
皆
歡
日
月
云
邁
幾
二
十
年
感
舊
念
游

作
憶
鱸
詩
乃
思
鱸
之
比
也
」
其
二
、
李
復
「
予
昔
爲
河
東
漕
屬
吏
部
郎
中
呂
得
和
出
總
漕
計
與
予
情
均
兄
弟
後
開
府
荆
渚
惠
書
有
人
生
難
得
相

知
之
語
予
後
官
守
鎮
京
兆
聞
呂
之
訃
因
發
篋
得
舊
詩
感
而
作
此
」、
劉
宰
「
挽
葛
簽
判
二
首
」
其
二
、
黄
庭
堅
「
觀
化
十
五
首
」
其
六
、
晁
公
遡

「
得
東
南
書
報
亂
後
東
都
故
居
猶
存
而
州
北
松
檟
亦
無
毀
者
」、
周
密
「
殘
暑
」、
李
之
儀
「
餉
茶
不
容
少
待
二
絕
」
其
二
、
張
明
中
「
鄰
笛
」、

方
梓
「
重
陽
對
菊
得
開
字
」、
楊
冠
卿
「
絕
句
」
其
二
、
方
回
「
閒
居
」、
蒲
壽
宬
「
江
上
聞
笛
」、
陳
傑
「
程
簿
能
靜
袖
詩
來
訪
次
韻
」
等
が
あ
る
。

（
7
） 

「
顔
延
之
伝
」
に
「
作
五
君
詠
以
述
竹
林
七
賢
、
山
濤
王
戎
以
貴
顯
被
黜
」
と
あ
る
（『
宋
書
』、
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
、
第
一
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版
、
一
八
九
三
頁
）。

（
8
） 

楊
冠
卿
「
暮
景
」
其
一
で
は
、「
愁
心
正
紛
如
，
西
風
韻
鄰
笛
。（
愁
い
は
ま
さ
に
入
り
乱
れ
、
西
か
ら
の
風
は
「
鄰
笛
」
の
よ
う
な
悲
し
い

調
べ
が
響
く
よ
う
だ
）」
の
よ
う
に
、
特
定
の
人
物
を
悼
む
の
で
は
な
く
、
物
悲
し
い
景
色
・
心
情
を
描
く
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場

合
、「
思
旧
賦
」
の
向
秀
・
嵆
康
の
関
係
や
感
情
を
基
に
し
た
「
今
は
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
か
ら
「
悲
し
い
調
べ
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
抽
出
し
て
お
り
、「
思
旧
賦
」
に
描
か
れ
る
関
係
は
、
詩
全
体
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
く
な
る
。
こ
の
用
い
方
は
、
詩
の
主
題
に
沿
っ
た
用

い
方
で
は
あ
る
が
、「
今
は
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
に
添
い
つ
つ
、
イ
メ
ー
ジ
の
み
を
抽
出
す
る
と
い
う
点
で
、「
今
は
亡
き
友
人
を

悼
む
」
と
い
う
構
造
に
準
じ
る
も
の
と
は
少
し
く
レ
ベ
ル
が
異
な
る
。
ま
た
、
陳
造
「
次
韻
張
秀
才
題
汪
叔
量
挹
秀
亭
」
其
二
で
は
、「
張
侯
清

吟
句
挾
霜
，
肯
因
聞
笛
賦
山
陽
。（
張
侯
の
清
ら
か
な
詩
を
吟
じ
、
そ
の
詩
句
は
霜
を
挟
む
か
の
よ
う
で
あ
り
、
聞
こ
え
て
き
た
笛
の
音
色
を
用

い
て
「
思
旧
賦
」
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
作
品
を
お
作
り
に
な
っ
た
。）」
と
言
う
が
、
元
の
作
品
を
特
定
で
き
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
張
某

の
作
品
を
褒
め
る
た
め
に
用
い
た
も
の
と
考
え
た
い
。

（
9
） 

離
別
の
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
孫
應
時
「
醉
中
五
言
一
首
送
楊
叔
與
昆
仲
」、
謝
翱
「
五
言
近
體
二
首
」
其
二
、
梅
堯
臣
「
赴
刁

景
純
招
作
將
進
酒
呈
同
會
」、
李
流
謙
「
送
樊
眉
州
」、
陳
造
「
程
言
聚
散
有
感
次
前
韻
」
其
一
（
、
沈
遘
「
和
才
翁
行
次
山
陽
」、
陳
造
「
送
羊

侯
因
簡
崔
帥
一
首
」）
等
が
あ
る
。

（
10
） 

旅
路
や
旅
先
で
の
用
例
は
他
に
も
見
ら
れ
、
蒲
壽
宬
「
夜
聞
隣
笛
」、
汪
涯
「
江
行
」
其
二
、
真
山
民
「
三
山
旅
夜
」
等
が
あ
る
。

（
11
） 

唐
代
の
辺
塞
詩
に
は
、
笛
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
々
見
ら
れ
る
。
辺
塞
詩
に
お
け
る
笛
の
存
在
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

（
12
） 

「
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
に
、
吳
可
「
和
人
聞
笛
」、
朱
熹
「
隆
岡
書
院
四
景
詩
」
其
三
な
ど
が
あ
る
。

（
13
） 

「
鄰
笛
」
と
梅
に
は
何
か
し
ら
の
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
宋
代
の
み
で
は
な
く
、
他
の
時
代
の
作
品

と
の
比
較
対
象
を
経
た
う
え
で
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
稿
を
改
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。


